
※ この様式は公開されます。 

第 4 号様式 

助成対象活動報告シート  

 助成メニュー： PR 助成          団体名： 名駅四丁目まちづくり協議会    

 

1 助成を受けて実施した活動 
※ 活動の様子がわかる写真(数枚)を入れ込んで記入してください。 

ＰＲ助成を受け、子供たちの目線から感じたまちの魅力を内外に発信するマップ制作を

行いました。 

この事業を通し、地域内に私たちの団体の存在や活動目的を知ってもらう事で会員増加

や、団体内のチームビルディング強化に繋がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例会にてマップ制作協議中      メンバーで楽しく作業中 

 

 

 

               完成したマップ 



※ この様式は公開されます。 

2 活動の成果および目標達成度合い 

今回の事業では、マップ制作のリーダーを決め、リーダーの下に、渉外班とコンテンツ班

のチームを作り活動を行い、課題の一つであったチームビルディング構築に繋がりまし

た。 

 また、マップを使用し、名古屋市教育委員会後援・三菱 UFJ 証券ホールディングス（株）

協力のもと、子供向けまちあるきイベントを開催。こどもたちが楽しくまちづくり活動を

体験する事で帰属意識を育み、未来の名古屋のまちづくりの一端を担う意識づけをする

と共に、名古屋駅前の魅力を地域内外に発信する事で、人流と賑わいを創出し魅力あるま

ちづくりを行う事を目的として開催しました。 

今までなかなか繋がれなかった企業や団体が、その目的に共感して下さりご協力を頂け

る事となり、会員増強に繋がりました。活動に参加できるメンバーが、当初より 2 倍ほ

ど（15 名程から 30 名程）となり、大変有意義な事業となりました。 

また、メンバー自身がわがまちの魅力に気づく事ができ愛着形成にも繋がりました。 

特に、マップ制作におきましては、名古屋市笹島小・中学校様のご協力を頂き、更に地域

に根差した活動を行う事ができました。 

3 活動により見えた課題 

今後の課題としては、主体的に動けるメンバーを増やしていく事です。 

今回の事業では、まちづくりの意義や楽しさを感じるメンバーも増えましたが、まだま

だ主体的に動けるメンバーが少ないと感じています。 

そのためには担当や委員会設立等の組織作りを行い、一人ひとりが役割を持ち、意識づ

けをしていく事が大切に感じています。 

メンバーのやりたいまちづくりの思いを形にし、巻き込みながら楽しく活動していきた

いと思います。 

 引き続き、団体の周知や会員増強についても力を入れて参ります。 

 

4 今後の活動等の展望 

今回のマップ制作とイベント開催については、参加者や協力企業・団体双方の立場からも

大変好評でしたので、毎年恒例の開催としていきたいと考えております。 

地域の子供たちにまちづくりの概念を育む事が大きな目的ですが、マップ掲載の企業や

団体は毎年アップデートしながら、一緒に活動できる企業や団体を増やしていく事も目

的の一つです。 

また、来年度は、公共空間を使用し、更に多くの企業や団体と連携しながら、まちの賑わ

いを創出する新たな取り組みを行い、それにより再開発が進む名古屋駅前の賑わいや魅

力の創出を行っていきたいと考えています。 

 

※ 「令和 7 年度 地域まちづくり支援制度 活動助成募集要項 成長支援・実践活動助成」の P.5「概要・ 

趣旨」および P.14 の「メニュー別視点」を踏まえてご記入ください。 

※ 各欄のサイズ変更は可能ですが、2 ページを超えないように作成してください。 

※ 用紙の大きさ日本産業規格 A4 とする。 


